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1.季節予報の利活用取り組みの背景
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交通政策審議会気象分科会提言
「気候変動や異常気象に対応するための気候情報と

その利活用について」（平成24年2月答申）

＜現状＞
•各分野において季節予報を具体的に活用している例
は少ない
•季節予報は利用者のニーズを十分満たしていない

利用していな
い・不明

利用している

気候情報の利用
１か月予報の予報精度
１か月平均気温の３階級予報の適中率

精度は着実に向上
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「確率」を利用



①気候情報の利便性の向上
（気候データや予測情報の整備・拡充等）
・ 「気候リスク管理」について解説したページの開設
・気象観測データのダウンロードページの開設
・ １か月予報確率予測資料の提供開始

②気候情報の作成者と利用者が協力し成功事例
を創出
・ 気象庁と農研機構※との共同研究
・山形県農業総合研究センターの調査
・気象庁とアパレル・ファッション産業協会との
共同調査

気象分科会の提言と具体的な取り組み

※独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構 5
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「気候リスク管理」解説ページ
～気象情報を利用して気候の影響を軽減してみませんか？～

「気候リスク管理」：猛暑や寒波などの影響（気候リスク）を異常天候早期
警戒情報などの気象情報を利用して軽減・利用すること。

http://www.jma.go.jp/jma/index.html

http://www.jma.go.jp/jma/index.html


「気候リスク管理」解説ページの内容

＜コンテンツ＞
○気候リスク管理の基本的
考え方の解説
○農研機構やアパレル
・ファッション産業協会と
実施した気候リスク管理
の実例紹介
○気候リスク管理を実践
するのに必要な気象観測
や予測データ

http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/index.html
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http://www.data.jma.go.jp/gmd/risk/index.html


3.利活用事例の紹介
○農業技術情報への利用
○農業メッシュデータへの適用
○水稲刈取適期予測への利用
○電力需要予測への利用
○アパレル分野での利用
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農業技術情報への利用

栃木県庁ＨＰより 福島県庁ＨＰより
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農業メッシュデータへの利用
～農研機構との共同研究～

時期
警戒気温

（７日間平均）
懸念される症状

７月中旬から８月上旬
(幼穂形成期～出穂期前）

２０℃以下 障害不稔発生

８月上旬
（出穂期）

２０℃以下 開花不稔発生

８月上旬から８月下旬
（出穂期～登熟初期）

２７℃以上 高温登熟障害

水田に張る水の量を増やし
て低温の影響を軽減する
「深水管理」

・より早い段階で、対策が取れれば、影響を効果的に軽減可能
・２週目の予測を使った農業気象情報の作成
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１kmメッシュ予測値の作成

＋ ＝

「１kmメッシュ平年値」
（東北農研作成）

「地域平均予測偏差」
（気象庁作成）

１kmメッシュ予測値

「１kmメッシュ予測値」は、「１kmメッシュ平年値」に
「地域平均予測差（平年差の予測値）を加えて作成



12

２週間先の予測情報の提供

東北農研と岩手県立大学が開発した「GoogleMapによる気象予測
データを利用した農作物警戒情報」に２週目の予測を提供
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２週間先の気温の予測精度

2003年冷夏 東北地方

気
温
平
年
偏
差
（℃

）

初期値日

冷害年（2003年）の再現予測結果

東北地方の７月10日～８月20日初期値

の７日平均気温予測（地域平均）。青実線

は予測の平均値、青破線は予測の±20％、

±σ (68%) 、±2σ( 95%)範囲。赤実線

は実況値。

７段階の陰影は、最低、かなり低い、低

い、平年並、高い、かなり高い、最高の階

級区分（1981～2010年）。

７日平均気温が20℃以下となる確率の信頼度

1981～2010年の７月中旬～８月上旬（幼穂形成

期～出穂期前）。横軸は確率予測値。縦軸は各確率予

測値に対して、実際に20℃以下の気温が観測された割

合（実況出現率）。

東北地方の地上気象観測所（17地点）の実況と対応

するメッシュの予測値を検証。黒実線は対角線。

破線は、全予測回数（ 6120回）のうち、各確率予
測値の割合。

「低温警戒」（20℃以下）の可能性は
的確に予測可能



刈取適期予測は、平年値を用いて
多くの農業機関が実施

・刈り遅れによる品質低下防止
・乾燥調整施設稼働準備、人員確保
・落水時期調整
（水田が乾かないと収穫機械が入れない）

山形県農業総合研究センターの取り組み
「1か月予報ガイダンスを用いた水稲の刈取適期予測」
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「２週間から１か月先」の気象庁の気温予測を用い
た場合、平年値に比べ、どの程度改善できるか評価



水稲の適期刈り取り

約10日 約2週間

出穂30日後
落水時期

積算気温950℃を
目安に刈取り開始

積算気温1,200℃
までに刈取り終了

出穂後30日間の平
均気温が25℃以上
では気温900℃付近
から刈取り可能

出穂後30日間の平均
気温が25℃以上では
気温1,150℃を過ぎる
と品質低下が大きい

「はえぬき」の場合

山形県農業総合研究センター横山氏資料
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方 法

• 1985～2012年の出穂期データをもとに、各気
象観測データの日平均気温を用い刈取り適期
を推定

• 8月10日を基点に、日平均気温平年値および
ガイダンスデータ（2W、4W）注）を用い、予測結
果について比較

山形県農業総合研究センター横山氏資料を一部改変
16

気象庁注）２W：２週先までの気温予測値 ４W：４週先までの気温予測値



結 果

山形県農業総合研究センター横山氏資料
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図　予測データ(8/11以降）を用いた水稲刈り取り時期予測
     の精度（山形水田農試、1985～2012年）
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電力需要予測への利用

東京電力ＨＰより

週間予報より先の電力
需要予測へ利用



アパレル・ファッション産業における
気候リスク評価調査

（目的と内容）

• 気候の影響評価に基づく気候リスク管理の有効性を示
す実例（成功事例）を示すために実施。

• 「日本アパレル・ファッション産業協会」の協力のもと、協
会会員各社に提供いただいた過去数年分の販売データ
と気象庁の気象観測データ（主に気温）を用いて、アパレ
ル業界に与える気候の影響について分析。

• 分析は、気象庁とアパレル側の双方の担当者で共同し
て実施。
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※販売データは主に首都圏、気温は東京



レディスコート

気温と女性用コート販売数の時系列図

○気温が15℃付近を下回
ると販売数が伸びる

○気温の下がる時期が早
かった2010年は販売数が
伸びるタイミングが早い

アパレル側のコメント・
対応策等

暗黙の認識であったも
のが実証された。
日最低気温が10℃を下
回る時期がコートの販売
点数のピークと相関関係
が強い傾向は、生産、販
売計画を立てる上でひと
つの示唆になる。 20



※データはいずれも７日間移動平均。

日傘(晴雨兼用／パラソル)

○４月中旬～７月中旬まで、売上と日射量との連動性（日射量のピークに少し遅れる）が
非常に大きい。
○平均気温が15℃（最高気温は18℃）を上回る頃から両者とも急速に売上が伸び始める。
○７月半ば頃の梅雨明け前後にパラソルは売上の再ピークがみられる。

○週間予報で「晴れ」の持続が予想されればセールストークで売上一層アップも。
21

パラソル

晴雨兼用

気温

日射量



（アパレル側のコメント・対応策等）

• 15℃を超えるあたりで販売数の上昇がみられ、気温上昇とサンダル販売数の
増加に相関が実感できる。２週間前の気温予報を把握することで店舗への最
適な商品供給が可能となる。

• サンダルが売れる気温になる前に商品を過不足なく手配し、品切れなく喜ん
で頂ける。結果として業績向上にもつなげられる。

サンダル

22



濃い細線：平均気温
薄い太線：販売数（サンダル）
※データは７日移動平均している。
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アパレル側から頂いたコメント・対応策等

• 15℃を超えるあたりで販売数の上昇がみられる。
• 気温上昇とサンダル販売数の増加の相関を実感。
• ２週間前の気温予想を把握し、店舗への最適な商品供給と店舗展開が可能。

２週間先の予測である「異常天候早期警戒情報」
の気温確率予測を使って対応を検討。

「異常天候早期警戒情報」の利用
～気候の影響に対応するために～

東京の確率予測
データを利用する。



15.8℃

14.8℃

15.2℃

①15℃を上回る可能性は？

②もっとも出現する可能性の
高い気温は？

③前年の同時期の値に比べ
てどう？②

③

①
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平年値

平年差

⇒青太線を動かし、15℃以
下となる確率を知る
⇒15℃を下回る確率は約
30％、つまり15℃を上回る
確率は約70％と大きい

⇒16℃程度（平年より２℃
程度高い）

⇒前年は14.8℃だったので、
それを上回る可能性が大き
い

14.1℃以下の
確率：14％
15.0℃以下の
確率：31％



○販売数の伸びる15℃を上回る確率は約70％と大きい
○前年の気温（約15℃）を上回る可能性が大きい
○もっとも現れる可能性の大きい気温は16℃程度と平年
（約14℃）を２℃程度上回る

予測資料から読み取れることと想定される対応策

翌々週の気温は・・・

○気温予測から、販売数が伸びる可能性は大きいと考え
られるので、思い切って対策を！
○販売数がまずまずだった前年を上回る売り上げも！
○店頭の目立つ位置に商品展開！
○品切れのないように適切な商品供給！
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対応策は・・・
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3. アンケートに応えて
2014年3月20日（木）発表の１か月予報

の組み立て方の紹介
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2014年3月20日発表の１か月予報
（気温）

１か月予報 異常天候早期警戒情報
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2014年3月20日発表の１か月予報
（降水量・日照時間）

・北日本～西日本は高温で、特に期間前半の気温
はかなり高くなる可能性が大きい。

・低気圧の活動は弱く、東日本以西で降水量は平
年並か少なく、日照時間は平年並か多い。
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１か月予報作成作業の流れ

数値予報資料の４週平均および２週目
の循環場の解釈について解説

平成24年度季節予報作業
指針第4.1節より
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循環場の予想（１）
１週目 ２週目 ３～４週目４週平均

500hPa
高度

850hPa
気温

地上気圧
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４週平均場の解釈
・500hPa高度場は、沿
海州付近に中心を持つ
正偏差域に覆われる
・850hPa気温は正偏差
（前半は顕著）
⇒高温

・偏西風は弱く、低気圧
の活動は活発でない
・やや東谷傾向

・地上気圧は南から高
気圧に覆われる

⇒降水量は少なく、日照
時間は多い傾向

500hPa高度・偏差

850hPa気温・偏差

地上気圧・偏差

東日本の降水と500hPa
高度の統計的関係（4月）

200hPa流線関数・偏差

850hPa気温偏差の推移（東日本）

偏西風は東風偏差⇒偏西風は弱い
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２週目（3/29-4/4）にかけての循環場の解釈

１週目 2週目

・１週目にバイカルの東の正偏差（気圧の尾
根）が２週目にかけて偏差を維持しながら、
ゆっくり東進。

・この維持には、ユーラシア大陸北部からの
準定常ロスビー波束の伝播が影響。

・正の高偏差確率が大きいことから、正偏差
に覆われる信頼度は大きい。
⇒高温持続

500hPa
高度・偏差

高偏差確率：2週目

高偏差確率：解析値の標準偏差の正および負の側に
0.43倍を超える平年偏差を持つメンバー数の割合。そ
の割合が全体の５割以上の領域をハッチしている。



ロスビー波（おさらい）
T=to

T=to+δｔ

正渦度増加 負渦度増加

Ｈ（負渦度） 南
風

北

東Ｌ(正渦度）

f大

f小

北
風

南
風

Ｈ（負渦度） 南
風

北

東Ｌ(正渦度）

f大

f小

北
風

南
風

Ｈ（負渦度） 南
風

北

東Ｌ(正渦度）

f大

f小

北
風

南
風

負渦度増加

Ｈ（負渦度） 南
風

北

東Ｌ(正渦度）

f大

f小

北
風

南
風

Ｈ（負渦度） 南
風

北

東Ｌ(正渦度）

f大

f小

北
風

南
風

Ｈ（負渦度） 南
風

北

東Ｌ(正渦度）

f大

f小

北
風

南
風

・空気塊は絶対渦度（惑星渦度（ｆ）＋相対渦度（ζ））を保存しつつ運動（熱源・摩擦・収束発散なし）
・ロスビー波は惑星渦度ｆが緯度により変化する状況下で絶対渦度を保存させるように起きる運動：地
球が回転する球であるために存在する波
＜図の説明＞
・北半球では高（低）気圧の西側では南（北）風で空気塊が北（南）に変位
・北（南）に変位することでｆが大きく（小さく）なるので、 ζが小さく（大きく）なり、高（低）気圧性の回転
が生じる
＜準定常ロスビー波＞
・偏西風（東向きの流れ）に流されて位相速度がゼロとなったもの。
・波束（波のエネルギー）は東に進む性質がある。

コリオリ因子
f = 2Ωsinψ
Ω：地球の角速度
ψ：緯度
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２週目にかけての500hPa高度循環場の変化
（アニメーション）

※ロスビー波束の伝播の様子を強調するため、アンサンブル平均ではなく、単一のメンバーの例を示す

3/17～：アラスカ付近のブ
ロッキングが発達

3/20～：ラブラドル半島付近
のトラフが深まる

3/24～：ヨーロッパからシベ
リアのトラフ・リッジ（波列）が
リッジが維持・強化

3/27～：沿海州のリッジはや
や弱まりはじめる（２週目
（3/29～））にかけては東海
上の偏差を強化）

3/22～：大西洋のリッジが発
達（１週目）

矢印は波の活動度フラックス（波の
エネルギーの伝播の様子を示す）
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ガイダンスの予測（２週目）（3/29～4/4）

低い：平年並：高い

かなり高い確率30％以上
の地域は赤色。

１か月予報（２週目）

異常天候早期警戒情報

予測確率

出
現
率 予測精度も考

慮：概ね80％
まで確率に応
じた出現率と
なっている

確率値別出現率
（西日本：春）


